















































































丁付〉 」 、目録「 〈ハツネ巻之一目
　
丁付〉 」 、 本文「 〈ハツネ巻之一（四）
　
丁付〉 」 。ただし、































































」 ） ・挿絵（巻四「二ウ・三オ」 ） 。
　　　　
 【覆刻】巻一「四ウ（九～一〇行） 」 「九～十三」 、 巻四「一 ・二オ・三 ・四・六」 。
〔梗概〕（巻一‐一）大和国宇田の国見山の僧玄光は六十六部となり善光寺に向かう途中、上州駒場村で腹痛のため宿を借りるが、宿の主は請人となった奉公人が逐電し、その責を負って明日までに田地を売り渡さなければならないことを語る。玄光は法事 に預かった金百両から手当を施し、主夫婦を助ける。翌朝、主が玄光の寝間を覗くと、玄光は殺害されていた。女房の金目当ての犯行であった。その後主はまもなく病死したが、女房は人面瘡を発症し今も長らえる。（巻一‐二）京の吉祥院の開帳の折、遊山客が池で釣りをしていると大蛇が現れ、石を投げつけると浮藻や脱ぎ捨てられていた草鞋などが
蛇に変じ襲いかかってきた。驚いて在所の者にこの不思議を語ると、そこは神の御池で、その池の魚には神の御紋があると言う。しかし、釣った魚には紋はなく 大笑いして遊山を続けた。（巻一‐三）長崎の金持ちの次男成田元斎は京で医者修行をしていたが、松風という遊女に馴染み、零落する。しかし、松風は世話を欠かさず、元斎帰国の折、落ちぶれた姿を揶揄された無念さを語る元斎慰め、松風は心尽くしの旅支度を施す。帰国した元斎が松風のこれまでの情けを語ると両親は感じ入り、松風を請け出 て嫁とした。（巻一‐四）武蔵野の向の岡を訪ねる途中、入間の宿での茶飲み話に老女が次のような不思議な話を語る。元武士の宮尾何某の一人娘が十六歳のある夜、夢に白髪の翁が現れてこ 菓
このみ
を食べよと言う。目覚






（巻四‐二）妻の一周忌に剃髪して、善光寺や関東の名所を巡った男がさらに高野山に詣でての下向の折、女郎花の盛りを見て「花さくな爰は高野ぞおんなへし」と自慢心に発句を詠んだところ、小さな僧が忽然と現れ、句のせいで花が萎れてしまったことを非難する。僧が上五文字を「名をかへよ」と改めて吟じたところ、花は再び咲き誇り、僧は消え去った。遍照金剛の慢心の戒めとありがたく、 男は下向した。（巻四‐三）ある難波男が妾三人・舞子二人・太鼓持ち五人・さる方の娘一人を伴って伊勢参りに出かけ、 道中その娘を口説くが叶わない。松坂 宿で昼から蚊帳 かけ、妾・太鼓らと戯れてい 男急に狂乱し、難波に送り返される。神明 あ たかなこと、ありがいことである。（巻四‐四）美濃国の名所を巡り、笠縫の里に至る。そこに何某の平内という孝行息子の百姓がいたが、ある夜、夢 白髪の翁が現れて不老不死の良薬である天 蒡
ほうそう
草を与え、門田に植えよと言う。目が覚め
ると珍しい草が置いてあり、それを植えると一月で成長し、老親に食べさせたところ、顔色若返り、聡明叡智、不思議な能力が備わる うになった。噂を聞き付けた者たちがその苗 盗むが、何の霊験も現さなかった。親子ともども富裕となり長生で、 笠縫の親子翁と呼ばれた。〔翻刻〕一



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































別号に梅園散人・歌仙堂・三省軒など。万治元年（一六五八）生まれ、享保一八年（一七三三）三月二六日没、享年七六歳。元禄四年頃には京御幸町通二条上ル町に住し、 俳諧点者としての活動が確認でき、 『誹諧寄垣諸抄大成』 元禄八年九月刊） 『誹諧大成新式』 （同一一年二月刊）『和歌浅香山』 （宝永四年正月刊）等の俳諧・和歌作法書や『万葉仮名
遣』 （元禄一一年五月刊） 『三才全書誹林節用集』 （同一三年三月刊） 『和漢故事要言』 （宝永二年五月刊）等の辞書類の編集に携わる。　
本書は後述するように 『浅草拾遺物語』 （貞享三年正月、 洛下旅館序 ・






































































































































































































































































































































































を鷺水の別号とすることは難しい。俳諧師として確認できるのは元禄期以降であり、後述 ように浮世草子作者としての活動は宝永期を溯ることは きない。貞享期の『宗祇諸国物語』 『浅草拾遺物語』を習作時代の鷺水による西村本と見なすことも不可能ではないが、その可能性は極めて低いと言わざるを得ない。現時点では洛下旅館と鷺水は別人として扱いたい。　
両書の序文内容を比較すると、 『浅草拾遺物語』では浅草観音への








































































浮世草子のデビュー作となるが、 刊年不明の『高名太平記』を除けば、その活動は宝永期に限られる。その要因としては鷺水の後ろ盾であったと推測される北条団水の死去 （宝永八年正月八日没） や当時の作者 ・書肆をめぐる浮世草子界の動向等の影響が予想されるが、詳細は別稿を期するこ とし、本稿では浮世草子 者鷺水における『初音物語』刊行の意味について確認しておきたい。　
浮世草子作者としての鷺水の活動を考える際、 れまで宝永六年八


















































 藤川雅恵氏「鷺水浮世草子の特質とその板元」 （ 『江戸文学と出版メディア』笠間書院、平
13） 。
（７）
　
長谷川強氏『浮世草子の研究』 （桜楓社、平３） 。

（二〇一五年九月二十九日受理）

（ふじわら
　
ひでき
　
文学部日本・中国文学科教授）

本研究はＪＳＰＳ科研費２６３７０２４２の助成を受けたも です。
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